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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
都市の歴史的文化財-の関心は,特定の単体から,近年では,複合的な要素で構成される空間構成へと
及んでいる｡本論文は,都市空間の中に重層的に織込まれている歴史的文化価値を ｢都市空間文化財｣と
いう新概念でもって解析し,保存的開発計画のための構造モデルとしての提示を試みたもので,見出され
た主な成果は,次のように要約される｡
1.既往の学説と国際的論議の系統的レビューに基づき,都市空間のアイデンティティを特徴づける ｢都
市空間文化財｣という新概念を設け,その存在を認識する方法として形態学的な空間セッティングに着眼
する解析方法を開発した｡
2.事例研究の対象として,固有文化を基調に,ヒンズー･中国 ･イスラム ･オランダ･近代化という複
数外来文化の影響を多様に受容してきたインドネシアの古都ジョグジャカルタ市を選定し,時代ごとの空
間セッティング･レイヤーを作成し,都市空間文化財としての重層的構造モデルを視覚的に認識可能に表
現した｡
3.多数の主体が所有し利用する都市空間文化財の保全リンケージについて,同市内の典型地区を精査し,
伝統的土地制度の下での維持力の均衡が,近代化の進展とともに不安定化し,計画的保全政策を必要にす
る発展途上期の課題を明らかにした｡
4.文化財保護 ･都市計画等の行政制度が未発達の状況下でも,都市空間文化財の存在の市民的認識,明
確な将来ビジョン及び各主体の役割自覚を促すことが持続的な保全にとって効果的という考察結果を導い
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た｡
以上,要するに本論文は,歴史的文化景観の価値を,都市計画に総合する理論と技法について,発展途
上期における新しい局面を拓いている｡
よって本論文は,博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また平成9年2月24日,論文
内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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